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丹羽広域ʙ務組合水道部 



 

Ƹ ơ Ǌ ƴ 

 安全ư安定Ơた水Ǜ供給ƢǔこƱƸŴ当水道ʙ業ǛƸơǊ水道関係者Ʒ最ǋ基ஜ的Ƴ使命ƱいえǇƢŵ現

状Ŵ当水道ʙ業ưƸ水道水Ʒ安全性Ǜ確保ƢǔたǊŴ水道法第ᲬᲪ条Ʒ規定ƴ基ƮƖŴ定期及び臨時Ʒ水質

検査Ǜ行ƬƯƓǓǇƢŵ 

当水道ʙ業ưƸŴ住民Ʒ皆様Ʒ生活ƴ要Ƴ役割ưあǔ水道水Ʒ安全性Ŵ水質検査Ʒ透明性等Ǜ確保Ƣǔ

たǊŴあǒƔơǊ需要者ƴ対ƠƯ水道水質検査計ဒǛ策定ƠŴʙ前ƴ公表ƢǔƱƱǋƴ信᫂さǕǔ水道水Ǜ

供給ƠƯいくたǊŴɟ層Ʒ水質管理Ǜ行ƬƯǇいǓǇƢŵ 
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ż成ᲭᲪ࠰度丹羽広域ʙ務組合水道水質検査計ဒŽ 

Ძ 基ஜ方針 

  丹羽広域ʙ務組合水道部ƸŴɥ水道水質検査Ʒ適ദ҄Ʊ透明性Ǜ確保ƢǔたǊŴ水道水質検査計ဒǛ策

定ƠŴこƷ計ဒƴƠたƕƬƯ水質検査Ǜ実施ƠǇƢŵ 

օ 水質検査項目ƸŴ水道法ư検査ƕ義務付けǒǕƯいǔ水質基準項目等ƱƠŴ別添ž成ᲭᲪ࠰度水道

水質検査計ဒ表ſƴ特ƴ留意ƢǂƖʙ項Ǜ示ƠǇƢŵ 

ֆ 浄水場系統毎Ʒ検査項目及び採水地点ƸŴ水質基準ƕ適用さǕǔ給水栓及び水源ƱƠǇƢŵ 

և 検査項目及び検査᫁度ƴƭいƯƸŴ別添ž成ᲭᲪ࠰度水道水質検査計ဒ表ſƷƱƓǓƱƠǇƢŵ 

 

Წ 水道ʙ業Ʒ概要Ტ成ᲬᲲ࠰度現在Უ 

օ 水 道 ʙ 業 体 名   丹羽広域ʙ務組合 水道部 

ֆ 給 水 区 域   大口ထŴ扶桑ထᲢᲬᲮᲨᲲᲪｋ㎡Უ 

և 給 水 人 口   ᲯᲲᲦᲬᲮᲰ人 

ֈ 給 水 戸 数   ᲬᲬᲦᲰᲱᲳ戸 

։ 普 及 率    ᲳᲳᲨᲲ％ 

֊ 計ဒɟ日最大給水   ᲬᲬᲦᲲᲪᲪ㎥Ტ成ᲬᲬ࠰度認可値Უ 

 ɟ人ɟ日最大給水      ᲭᲮᲳ㍑ 

 ɟ人ɟ日均給水      ᲭᲫᲰ㍑ 

 

Ჭ 自己水源Ʒ状況及び愛知県営水道Ʒ受水状況 

  丹羽広域ʙ務組合水道部Ʒ自己水源Ʒ状況ƱƠƯƸŴ施設Ʒ更新費用や将来Ʒ維持管理費用ƳƲǛ削減

ƠŴ効果的効率的Ƴᢃ用Ǜ図ǔたǊŴ大口中部水源Ǜ成ᲭᲪ࠰Ჭ月ƴ大口Ҥ部配水場Ტ旧大口Ҥ部水源Უ

ǁ集約ƠǇƠたŵこǕƴǑǓ管理ƠƯいǔᲫᲫƔ所Ʒ配水施設ƱᲫᲯƔ所Ʒ井戸ǑǓ地ɦ水Ǜ処理ƠŴ供

給ƠƯいǇƢŵǇたŴ境山配水場Ტ旧境山水源ᲣƴƓいƯǋŴ成ᲭᲪ࠰ᲫᲪ月ǛǋƬƯ柏森҅部配水場

Ტ旧柏森҅部水源Უǁ集約さǕŴ使用停ഥƢǔ予定ƱƳƬƯƓǓǇƢŵ 

ǇたŴ愛知県営水道ƔǒƷ受水状況ƱƠƯƸŴ当水道ʙ業Ʒ࠰間総配水Ʒ約ᲰᲮ％Ǜ受水ƠƯいǇƢŵ 

 給水状況 

区   Ў ҥ位 成 24 成 度࠰ 25 成 度࠰ 26 成 度࠰ 27 成 度࠰ 2ペ  度࠰

給 水 人 口 人 56分ペホペ  57分1画1  57分537  57分ペ1ペ  5ペ分246  

給 水 戸 数 人 21分1ホ3  21分4ホ画  21分ホ画画  22分223  22分67ホ  

普 及 率 ％ ホホ.ペ  ホホ.ペ  ホホ.ペ  ホホ.ペ  ホホ.ペ  

総 配 水  ㎥ 6分ホ画1分44ペ  6分ホ21分1ホ5  6分645分5ホ6  6分712分157  6分72ペ分52ペ  

県 水 受 水  ㎥ 4分1ペ1分414  4分1ペ6分5ペ7  4分12ホ分3ホ3  4分3ホ画分735  4分2ホ4分314  

1 日最大配水 ㍑ 21分466  21分73画  2画分3ペ5  2画分ホペ画  2画分3画6  

1 日均配水 ㍑ 1ペ分ホ画ペ  1ペ分ホ62  1ペ分2画7  1ペ分33ホ  1ペ分434  

愛知県営犬山浄水場 

 օ 所 在 地  愛知県犬山市大字犬山字東洞ᲫᲯ 

 ֆ 供給能力  ɟ日最大 ᲫᲱᲦᲫᲪᲪ㎥ 

 

Ხ 水質管理ƴƓいƯ留意ƢǂƖʙ項 

  丹羽広域ʙ務組合水道部Ʒ水道水ƸŴ水豊Ɣư清浄Ƴ深井戸Ǜ水源ƱƢǔ浄水Ʊ愛知県水道用水供給

ʙ業ᲢˌɦŴž県営水道ſᲣƴƓいƯ検査Ǜ行Ƭた浄水Ǜ各需要者ƴ配水ƠƯƓǓǇƢŵ水質検査᫁度策定

基準ƱƳǔ過去Ჭ࠰間Ʒ水質検査結果ƸŴ水質基準内Ʒ値Ǜ確保ƠƯƓǓǇƢƕŴ丹羽広域ʙ務組合水道

部ưƸŴ水質基準内ưあƬƯǋ若数値Ʒ高い項目ƴƭいƯƸŴ検査᫁度Ǜ増やƠƯ監視Ǜ行いǇƢŵǇ

たŴ放射能汚染問題ƴ対応ƢǔたǊŴ全ƯƷ配水場Ʒ給水栓ƴƓいƯ放射能物質検査Ǜ実施ƢǔこƱǛ盛

ǓᡂǈŴ水道水Ʒ安全性Ǜ確保ƢǔたǊƷ監視Ǜ続けƯいƖǇƢŵ 

 

Ჯ 水質検査Ǜ行う項目Ŵ採水᫁度及びそƷ理ဌŴ採水地点 

 օ 水質検査Ǜ行う項目 

法ˋƴ基Ʈく水質検査項目ƴƭいƯƸŴ表ᲫƔǒ表ᲫᲬᲧᲬƷƱƓǓ各水源区域Ʒ原水及び給水栓ƴ 

Ư水質検査Ǜ行いǇƢŵ 
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 ֆ 基準項目検査᫁度 

配水区Ʒ端給水栓ƴƓいƯŴ色及び濁ǓƱ消毒Ʒ残留効果Ʒ検査ǛᲫ日Ძ回Ŵ濁ǓǛ初ǊƱƠたᲳ 

項目Ʒ検査Ǜ毎月Ძ回Ŵ消毒副生成物ƱさǕǔᲫᲬ項目及び監視ƢǂƖ項目ǛᲭƔ月ƴᲫ回ŴᲯᲫ項目 

全ƯƷ検査ǛᲫ࠰ƴᲫ回実施ƠǇƢŵ 

 և 水質管理目標設定項目 

将来ƴわたǓ水道水Ʒ安全性Ʒ確保等ƴ万全Ǜ期Ƣǔ見地Ɣǒ大口Ҥ部水源系統ƴƯ表ᲫᲬƷƱƓǓ 

水質検査Ǜ行いǇƢŵ井戸水ƱƠƯ検出Ƣǔ恐ǕƕあǔᲫᲱ項目Ǜ給水区域端給水栓及び原水ƴƯᲫ 

 間ưᲫᲫᲲ項目Ʒ検査࠰度ƷᲭ࠰成ᲬᲳ～ᲭᲫᲫ回実施ƠǇƢŵǇたŴ農薬類Ტ表ᲫᲬᲧᲬᲣƸŴ࠰

Ǜ計ဒƠƯƓǓŴ成ᲭᲪ࠰度ưƸᲫᲮ項目Ʒ検査Ǜ実施ƠǇƢŵ 

 ֈ 採水地点(配水区Ʒ端水栓及び原水田 

№ 名  称 原 水 及 び 給 水 栓 水 採 水 場 所 

1 河 ҅ 配 水 場 
原 水 

大口ထ河҅ʚɠ目 71 番地Ტ河҅第 1水源Უ 

大口ထ河҅ʚɠ目 1画4 番地Ტ河҅第 2水源Უ 

給 水 栓 大口ထ堀尾跡ɟɠ目 5ペ 番地Ტ大口Ҥ部配水場Უ 

2 大口҅部配水場 
原 水 大口ထɦ小口ɤɠ目 ホ5 番地Ტ大口҅部水源Უ 

給 水 栓 大口ထɦ小口四ɠ目 23画切3Ტ天神パークᲣ 

3 大口Ҥ部配水場 
原 水 大口ထ堀尾跡ɟɠ目 5ペ 番地Ტ大口Ҥ部水源Უ 

給 水 栓 大口ထ大御堂ɟɠ目 125 番地Ტ大御堂児童ᢂ園Უ 

4 ҅ 定 松 配 水 場 
原 水 扶桑ထ大字高雄字ɦ山 1ペ5 番地Ტ҅定松水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字高雄字ɦ山 121 番地Ტ大渕児童ᢂ園Უ 

5 東 川 配 水 場 
原 水 扶桑ထ大字高雄字҅東川 1ペ6 番地Ტ東川水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字高雄字中海道 224 番地Ტ高雄公園Უ 

6 高雄西部配水場 
原 水 扶桑ထ大字高雄字宮島 34Ŵ35 番地Ტ高雄西部水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字高雄字福塚 ホホ 番地Ტ福塚児童ᢂ園Უ 

7 Ҥ 山 名 配 水 場 
原 水 扶桑ထ大字Ҥ山名字ဋ浦 5ペ 番地ᲢҤ山名水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字Ҥ山名字安戸 ホ3 番地Ტ安戸児童ᢂ園Უ 

ペ 小 渕 配 水 場 
原 水 扶桑ထ大字小渕字宮東ノЏ ペホ1 番地Ტ小渕水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字小渕字ჿ原 1画ペペ 番地Ტ木曽川扶桑緑地公園Უ 

ホ 境 山 配 水 場 
原 水 扶桑ထ大字斉藤字緑 23ペ 番地Ტ境山水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字斉藤字緑 243 番地Ტ斎藤公園Უ 

1画 柏森҅部配水場 
原 水 

扶桑ထ大字柏森字ဍ寺裏 47 番地Ტ柏森҅部水源Უ 

扶桑ထ大字柏森字中屋敷 163Ყ5Ტ柏森東部水源Უ 

扶桑ထ大字柏森字ᡁဋ 367 番 1Ტ斉藤水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字斉藤字山神 1画2 番地Ტ斎藤学習等供用施設Უ 

11 柏森Ҥ部配水場 
原 水 

扶桑ထ大字柏森字西前 2ホ6 番地Ტ柏森Ҥ部第 1水源Უ 

扶桑ထ大字柏森字西前 1ホ3 番地Ტ柏森Ҥ部第 2水源Უ 

給 水 栓 扶桑ထ大字斉藤字旭 414 番地Ტ斎藤Ҥ児童ᢂ園Უ 

度ǑǓ配水施設Ʒ名称ƕ変更ƱƳǓǇƠたŵ名称ƷǈƷ変更ưこǕǇư使用ƠƯい࠰成ᲭᲪ ※    

ǔ施設ƴ変更ƸあǓǇせǜŵ 
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Ჰ 臨時Ʒ水質検査 

  次Ʒʙ例ƕ認ǊǒǕǔ時Ƹ臨時Ʒ水質検査Ǜ行いǇƢŵ 

  Ĭ 水源付近Ŵ給水区域及びそƷ周ᡀư水系感染症ƕ流行ƠƯいǔƱƖŵ 

ĭ 配水管Ʒ大規模Ƴ工ʙそƷ他ư水道施設ƕ著Ơく影響Ǜ受けたƱƖŴ又ƸŴそƷ恐ǕƕあǔƱƖŵ 

  Į そƷ他Ŵ特ƴ必要ƕあǔƱ認ǊǒǕǔƱƖŵ 

Ჱ 水質検査方法 

  水質検査Ƹ水道法第ᲬᲪ条ư厚生労働大臣Ʒ登録Ǜ受けた者ƴ委託ƠŴ水質基準項目及び水質管理目標

設定項目Ʒ検査方法Ƹ国ƕ定Ǌた水道水Ʒ検査方法Ტ水質基準ƴ関Ƣǔ省ˋƷ規定ƴ基ƮƖ厚生労働大臣

ƕ定Ǌǔ方法Უư実施ƠǇƢŵ 

Ჲ 水質検査計ဒ及び検査結果Ʒ公表方法 

 օ 水道水質検査計ဒƷ公表 

   水道水質検査計ဒƸ毎࠰策定ƠŴțームȚージɥƴ掲載ƠǇƢŵ 

 ֆ 水質検査結果Ʒ公表 

   水道水質検査計ဒƴ基ƮƖ行わǕた水質検査結果ǛŴțームȚージɥƱ広報ƴ掲載ƠǇƢŵ 

Ჳ 関係者ƱƷ連携 

水質管理Ǜ万全ƳǋƷƴƢǔたǊƴƸ関係機関ƱƷ連携Ƹ極ǊƯ要ưƢŵ 

օ 国等ƱƷ連携 

   厚生労働省及び愛知県等ƕ実施Ƣǔ水質管理ƴ関Ƣǔ調査ǁƷ協力Ǜ行うƱƱǋƴŴ安全管理ƴ関Ƣ 

ǔ情報提供ƴƭいƯ情報収集Ǜ図ƬƯǇいǓǇƢŵ 

ֆ 県営水道ƱƷ連携 

丹羽広域ʙ務組合水道部Ʒ水道水Ʒ約ᲰᲮ％ƸŴ県営水道Ɣǒ受水Ơた水Ǜ水源ƱƠƯいǇƢŵそƷ 

たǊŴ県営水道Ʊ連携Ǜ図ǓŴ浄水場ưƷ水質状況Ʒ把握等Ʒ情報収集Ǜ行いŴ安全ư安定Ơた水道水 

Ʒ供給ƴ努ǊǇƢŵ 

 

 

 

 

 



表1

河҅第Ძ水源 河҅第Წ水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ҄合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1 1

ブ 水銀及びそƷ҄合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1 1

5 ǻȬン及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

6 鉛及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

7 ヒ素及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

8 六価ǯȭȠ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1 1

10 Ƿアン҄物イǪン及び塩҄Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 0.フ5 1 1 1 Ტエ2Უ

12 ȕッ素及びそƷ҄合物 0.8mg/l以ɦ 0.11 1 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1

1ブ 四塩҄炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.0Ძmg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.11 ブ ハ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.01ホ ブ ハ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.006 ブ ハ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001 ブ ハ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.02ブ ブ ハ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.012 ブ ハ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.005 ブ ハ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ҄合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1

フブ 鉄及びそƷ҄合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1 1

フ5 銅及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.002 1 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ҄合物 200mg/l以ɦ 8.1 1 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.01 12 12 1
監視すǔためŴ水源及び給水栓ƴƯ毎உ1回検査す
ǔŵ

フ8 塩҄物イǪン 200mg/l以ɦ 8.7 உᲫ回 省略不可 12 1 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 22 1 1 1 Ტエ2Უ

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 65 1 1 1 Ტエ1Უ

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.8 12 1 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 7.2 12 1 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1 1

51 濁度 2度以ɦ 0.フ 12 1 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査すǔᲢȬベȫ2Უŵ

過去フ࠰間
最高値

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

水質検査表ų＜河҅配水場＞

項目
オ 水質基準項目

基準値
給水栓 原水

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உᲫ回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ水源ƴƓいƯ指標菌検査を
フヶஉ毎ƴ検査すǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能
Ტエ2Უ

４回࠰ 省略可能

発生時
期ƴஉ
Ძ回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生すǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査すǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略すǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施すǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略すǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施すǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உᲫ回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出すǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施すǔŵ



表2

水質検査表ų＜大口҅部配水場Ტ旧大口҅部水源Უ＞

原水

大口҅部水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ҄合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フச満 ブ 1

ブ 水銀及びそƷ҄合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005ச満 ブ 1

5 ǻȬン及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

6 鉛及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

7 ヒ素及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

8 六価ǯȭȠ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブச満 ブ 1

10 Ƿアン҄物イǪン及び塩҄Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 省略不可 ブ 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 2.2 ブ 1

12 ȕッ素及びそƷ҄合物 0.8mg/l以ɦ 0.0ホ ブ 1

1フ țǦ素及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.02 ブ 1

1ブ 四塩҄炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002ச満 ブ 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.0１mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.06ச満 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002ச満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.005 ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フச満 ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.005 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フச満 ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001ச満 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001ச満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ҄合物 0.2mg/l以ɦ 0.02ச満 ブ 1

フブ 鉄及びそƷ҄合物 0.フmg/l以ɦ 0.01ச満 ブ 1

フ5 銅及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.017 ブ 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ҄合物 200mg/l以ɦ 12 ブ 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

フ8 塩҄物イǪン 200mg/l以ɦ 1フ உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 66 ブ 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 160 ブ 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02ச満 ブ 1

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001ச満 ブ 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001ச満 ブ 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002ச満 ブ 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005ச満 ブ 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.ブ 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.ブ 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5ச満 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1ச満 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査すǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

給水栓

基準値
過去フ࠰間
最高値 設 定 理 由 等検査

頻度
検査省略

頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴƭいƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略すǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施すǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴƭいƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略すǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施すǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

ᲢエフᲣ改修工事を行ƬたためŴ成フ0࠰度まưƸ検査回数を省略しƳいŵ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出すǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施すǔŵ

省略可能

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

４回࠰

ᲢエフᲣ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査すǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 ᲢエフᲣ

省略可能 ᲢエフᲣ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 ᲢエフᲣ



表フ

水質検査表ų＜大口南部配水場Ტ旧大口南部水源Უ＞

原水

大口南部水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フச満 ブ 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005ச満 ブ 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブச満 ブ 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 省略不可 ブ 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 2.2 ブ 1

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.06 ブ 1

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.0フ ブ 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002ச満 ブ 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.1 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002ச満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.00ブ ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フச満 ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001ச満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.006 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フச満 ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001ச満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02ச満 ブ 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01 ブ 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.006 ブ 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ 2ホ ブ 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005ச満 ブ 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ フブ உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 5ブ ブ 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 1ホ0 ブ 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02ச満 ブ 1

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001ச満 ブ 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001ச満 ブ 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002ச満 ブ 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005ச満 ブ 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.フ 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.5 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.2 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査すǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査すǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 ᲢエフᲣ

省略可能 ᲢエフᲣ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 ᲢエフᲣ

ᲢエフᲣ改修工事を行ƬたためŴ成フ2࠰度まưƸ検査回数を省略しƳいŵ

給水栓ƴƓいƯ水質管理目標設定項目Ტ5項目ᲣŴ原水ƴƓいƯ水質管理目標設定項目Ტ11項目Უ及び農薬類Ტ1ブ項目Უを測定すǔŵ

備考

省略可能

Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴƭいƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略すǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施すǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴƭいƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略すǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施すǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

４回࠰

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出すǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施すǔŵ

ᲢエフᲣ



表ブ

水質検査表ų＜҅定松配水場Ტ旧҅定松水源Უ＞

原水

҅定松水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ҄合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1

ブ 水銀及びそƷ҄合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1

5 ǻȬン及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

6 鉛及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

7 ヒ素及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

8 六価ǯȭȠ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1

10 Ƿアン҄物イǪン及び塩҄Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 6.7 12 ブ 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/2を超過しƯいǔ為Ŵ毎உ検査Ƣǔŵ

12 ȕッ素及びそƷ҄合物 0.8mg/l以ɦ 0.11 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.06 1 1

1ブ 四塩҄炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001 ブ 1 原水Ʒ状況を考慮しŴ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 Ტエ2Უ

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.07 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ҄合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

フブ 鉄及びそƷ҄合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1

フ5 銅及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.008 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ҄合物 200mg/l以ɦ 20 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フ8 塩҄物イǪン 200mg/l以ɦ 12 உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 70 ブ 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 200 ブ 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.フ未満 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.8 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能 Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ

省略可能
過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

４回࠰



表5

水質検査表ų＜東川配水場Ტ旧東川水源Უ＞

原水

東川水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 2.7 ブ 1 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.0ホ 1 1

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.0ブ 1 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ 1 原水Ʒ状況を考慮しŴ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 Ტエ2Უ

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.06 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.006 ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.007 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.002 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ 15 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ 16 உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 58 1 1 Ტエ1Უ

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 160 ブ 1 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.ブ 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 7.ブ 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能
Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

４回࠰ 省略可能

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ



表6

水質検査表ų＜高雄西部配水場Ტ旧高雄西部水源Უ＞

原水

高雄西部水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ ブ 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ ブ.5 ブ 1 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.10 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.0ブ 1 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.07 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.006 ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.007 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00ブ ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.002 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.00ブ 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ 15 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ 12 உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 61 ブ 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 170 ブ 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.ブ 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 7.0 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能
過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

４回࠰

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ



表7

水質検査表ų＜南山名配水場Ტ旧南山名水源Უ＞

原水

南山名水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 1.8 1 1

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.10 1 1

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.02 1 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.07 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.00ホ ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.011 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.005 ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.002 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.00フ 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ 11 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ 10 உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 6ブ ブ 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 150 ブ 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.5 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.ホ 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ1Უ

Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

４回࠰ 省略可能
過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ



表8

水質検査表ų＜小渕配水場Ტ旧小渕水源Უ＞

原水

小渕水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 0.87 1 1 Ტエ2Უ

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.11 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.07 ブ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.00ブ 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ 7.8 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ 6 உ１回 省略不可 12 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 55 1 1 Ტエ1Უ

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 120 ブ 1 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.フ未満 12 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 7.0 12 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

４回࠰ 省略可能

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ



表ホ

水質検査表ų＜境山配水場Ტ旧境山水源Უ＞

原水

境山水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 6 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 6 2

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 2 1
省略ưƖƳい項目ưあǔŵƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検
査を除外Ƣǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 6.0 6 2
過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/2を超過しƯいǔ為Ŵ毎உ検査Ƣǔŵ
ƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検査を除外Ƣǔŵ

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.1フ 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.0フ 1 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.06未満 2 ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 2 ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.001未満 2 ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00ブ未満 2 ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 2 ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 2 ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 2 ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 2 ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001未満 2 ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 2 ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 2 ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.006 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.0フフ 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ ホ.8 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ 8.フ உ１回 省略不可 6 1
省略ưƖƳい項目ưあǔŵƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定Ʒ
ためŴ検査を除外Ƣǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 6フ 2 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 170 2 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.フ未満 6 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.6 6 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 6 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 6 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 6 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 6 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ 2
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ
ƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検査を除外Ƣǔŵ

省略可能

過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ省略Ƥƣ実
施Ƣǔŵ
ƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検査を除外Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
ƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検査を除外Ƣǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

４回࠰

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ2Უ

省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
ƳƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検査を除外Ƣǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

10உǑǓ配水施設及び井戸Ʒ使用停止を予定࠰成フ0

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ

水質基準項目
基準値

過去フ࠰間
最高値

給水栓

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2ᲣŵƳ
ƓŴ10உ以降Ƹ施設使用停止予定ƷためŴ検査を除外Ƣǔŵ



表10

水質検査表ų＜柏森҅部配水場Ტ旧柏森҅部水源Უ＞

柏森҅部水源 柏森東部水源 斉藤水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1 1 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ ブ ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ҄合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1 1 1

ブ 水銀及びそƷ҄合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1 1 1

5 ǻȬン及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

6 鉛及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

7 ヒ素及びそƷ҄合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

8 六価ǯȭȠ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1 1 1

10 Ƿアン҄物イǪン及び塩҄Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 1 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 6.フ 12 ブ ブ ブ 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/2を超過しƯいǔ為Ŵ毎உ検査Ƣǔŵ

12 ȕッ素及びそƷ҄合物 0.8mg/l以ɦ 0.12 1 1 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.0フ 1 1 1 1

1ブ 四塩҄炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.06 ブ ハ ハ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ ハ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.00フ ブ ハ ハ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ ハ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.00フ ブ ハ ハ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ ハ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ ハ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.020 1 1 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ҄合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1 1

フブ 鉄及びそƷ҄合物 0.フmg/l以ɦ 0.01 1 1 1 1

フ5 銅及びそƷ҄合物 1mg/l以ɦ 0.008 1 1 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ҄合物 200mg/l以ɦ 1ブ 1 1 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ҄合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1 1

フ8 塩҄物イǪン 200mg/l以ɦ 11 உ１回 省略不可 12 1 1 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 70 ブ 1 1 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 200 ブ 1 1 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.フ 12 1 1 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.8 12 1 1 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1 1 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1 1 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1 1 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1 1 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ ブ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

過去フ࠰間
最高値

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値
給水栓 原水

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

４回࠰

உ１回 省略不可
省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査Ƣǔ
ᲢȬベȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ

省略可能

過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯ
いǔ為Ŵ省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ



表11

水質検査表ų＜柏森南部配水場Ტ旧柏森南部水源Უ＞

柏森南部第1水源 柏森南部第2水源

1 一般細菌 100個/ml以ɦ 検出しƳい 12 1 1

2 大腸菌 不検出 検出しƳい 12 ブ ブ

フ ǫȉȟǦȠ及びそƷ化合物 0.00フmg/l以ɦ 0.000フ未満 1 1 1

ブ 水銀及びそƷ化合物 0.0005mg/l以ɦ 0.00005未満 1 1 1

5 ǻȬン及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

6 鉛及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

7 ヒ素及びそƷ化合物 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

8 六価ǯȭȠ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

ホ 亜硝酸態窒素 0.0ブmg/l以ɦ 0.00ブ未満 1 1 1

10 Ƿアン化物イǪン及び塩化Ƿアン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 省略不可 ブ 1 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/l以ɦ 6.7 12 ブ ブ 過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/2を超過しƯいǔ為Ŵ毎உ検査Ƣǔŵ

12 ȕッ素及びそƷ化合物 0.8mg/l以ɦ 0.10 1 1 1 Ტエ1Უ

1フ țǦ素及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.0フ 1 1 1

1ブ 四塩化炭素 0.002mg/l以ɦ 0.0002未満 1 1 1

15 1ノブ－ǸǪǭサン 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

16 Ƿǹ及びȈȩンǹ－1ノ2－ǸǯȭȭǨチȬン 0.0ブmg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

17 Ǹǯȭȭȡǿン 0.02mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

18 ȆȈȩǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

1ホ ȈȪǯȭȭǨチȬン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

20 ベンǼン 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 1 1 1

21 塩素酸 0.6mg/ｌ以ɦ 0.08 ブ ハ ハ

22 ǯȭȭ酢酸 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 ブ ハ ハ

2フ ǯȭȭțȫȠ 0.06mg/l以ɦ 0.006 ブ ハ ハ

2ブ Ǹǯȭȭ酢酸 0.0フmg/l以ɦ 0.00フ未満 ブ ハ ハ

25 ǸȖȭȢǯȭȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ

26 臭素酸 0.01mg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ

27 総ȈȪȏȭȡǿン 0.1mg/l以ɦ 0.007 ブ ハ ハ

28 ȈȪǯȭȭ酢酸 0.2mg/l以ɦ 0.00フ ブ ハ ハ

2ホ ȖȭȢǸǯȭȭȡǿン 0.0フmg/l以ɦ 0.001 ブ ハ ハ

フ0 ȖȭȢțȫȠ 0.0ホmg/l以ɦ 0.001未満 ブ ハ ハ

フ1 țȫȠアȫȇヒȉ 0.08mg/l以ɦ 0.005未満 ブ ハ ハ

フ2 亜鉛及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

フフ アȫȟȋǦȠ及びそƷ化合物 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1

フブ 鉄及びそƷ化合物 0.フmg/l以ɦ 0.01未満 1 1 1

フ5 銅及びそƷ化合物 1mg/l以ɦ 0.007 1 1 1

フ6 ȊȈȪǦȠ及びそƷ化合物 200mg/l以ɦ 1ブ 1 1 1

フ7 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.05mg/l以ɦ 0.005未満 1 1 1

フ8 塩化物イǪン 200mg/l以ɦ 11 உ１回 省略不可 12 1 1 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

フホ ǫȫǷǦȠŴȞǰȍǷǦȠ等Ტ硬度Უ フ00mg/l以ɦ 70 ブ 1 1

ブ0 蒸発残留物 500mg/l以ɦ 210 ブ 1 1

ブ1 陰イǪン界面活性剤 0.2mg/l以ɦ 0.02未満 1 1 1 Ტエ2Უ

ブ2 ǸǧǪǹȟン 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1 1

ブフ 2ハȡチȫイǽȜȫȍǪーȫ 0.00001mg/l以ɦ 0.000001未満 1 1 1

ブブ 非イǪン界面活性剤 0.02mg/l以ɦ 0.002未満 1 1 1

ブ5 ȕǧȎーȫ類 0.005mg/l以ɦ 0.0005未満 1 1 1

ブ6 ஊ機物ナ全ஊ機炭素ᲢTOCᲣƷ量Უ フmg/l以ɦ 0.フ 12 1 1

ブ7 ｐＨ値 5.8以ɥ8.6以ɦ 6.6 12 1 1

ブ8 味 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1 1

ブホ 臭気 異常Ƴし 異常Ƴし 12 1 1

50 色度 5度以ɦ 0.5未満 12 1 1

51 濁度 2度以ɦ 0.1未満 12 1 1

原水 嫌気性芽胞菌 ハ ブ ブ 水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベȫ2Უŵ

給水栓 原水

設 定 理 由 等検査
頻度

検査省略
頻度

検査計画
頻度

Ტ回/࠰Უ

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

過去フ࠰間
最高値

Ტmg/LᲣ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
オ 水質基準項目

基準値

省略ưƖƳい項目ưあǔŵ
水源ƴƓいƯ指標菌検査をフヶஉ毎ƴ検査ƢǔᲢȬベ
ȫ2Უŵ

４回࠰

省略可能 Ტエ2Უ

省略可能

Ტエ2Უ

省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可

省略可能

過去フ࠰間Ʒ検査結果ƕ基準Ʒ1/5を超過しƯいǔ為Ŵ
省略Ƥƣ実施Ƣǔŵ

備考
Ტエ1Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/5以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶ1࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔためŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

Ტエ2Უ過去フ࠰間ƴƓけǔ当該事項ƴついƯƷ検査結果ƕŴ基準値Ʒ1/10以ɦưあǔƱƖƸŴ概ƶフ࠰ƴ1回以ɥƴ省略ƢǔこƱƕưƖǔƕŴ1࠰ƴ1回実施ƢǔŵᲢ水道法施行規則第15条第1項第フ号ȏᲣ

４回࠰ 省略可能 Ტエ2Უ

உ１回 省略不可 省略ưƖƳい項目ưあǔŵ

発生時
期ƴஉ
１回

発生Ʒ時
期ƴ毎உ

発生Ƣǔ恐Ǖƕあǔ夏場ƴ1回検査Ƣǔŵ

４回࠰

水源ƴ水又Ƹ汚染物質を排出Ƣǔ施設Ʒ設置Ʒ状況等Ɣǒ原水Ʒ水質ƕ大Ɩく変わǔ恐Ǖƕ少ƳいƱ認めǒǕǔ場合Ŵɦ記ƷƱƓǓ設定し実施Ƣǔŵ



表12

水質検査表ų＜大口南部配水場Ტ旧大口南部水源Უ＞

目標値

Ტmg/LᲣ 原ų水 給水栓

1 アンチȢン及びそƷ化合物 0.02 1 - 原水Ʒ状況を確認すǔ項目

2 ウȩン及びそƷ化合物 0.002 1 - 〃

フ ニッǱȫ及びそƷ化合物 0.02 - 1 給水管等Ʒ状況を確認すǔ項目

5 1.2ᲧǸǯȭȭエǿン 0.00ブ 1 - 原水Ʒ状況を確認すǔ項目

8 トȫエン 0.ブ 1 - 〃

9 ȕǿȫ酸ǸᲢ2-エチȫヘǭǷȫᲣ 0.08 1 - 〃

10 亜塩素酸 0.6 - - 二酸化塩素を使用しƯいƳいため削除

12 二酸化塩素 0.6 - - 〃

1フ ǸǯȭȭアセトニトȪȫ 0.01 - 1 給水栓ư測定すǔ消毒副生成物

1ブ 砲水ǯȭȩーȫ 0.02 - 1 〃

15 農薬類Ტ表1フ-2Უ
検出値Ʊ目標値Ʒ比Ʒ
和ƱしƯ1以ɦ

1 - 原水Ʒ状況を確認すǔ項目

16 残留塩素 1 - - 毎日検査ư測定しƯいǔため削除

17 ǫȫǷウȠŴȞǰネǷウȠ等Ტ硬度Უ 10～100 - - 基準項目ư測定しƯいǔため削除

18 ȞンǬン及びそƷ化合物 0.01 - - 〃

19 遊離炭酸 20 1 - 原水Ʒ状況を確認すǔ項目

20 1.1.1-トȪǯȭȭエǿン 0.フ 1 - 〃

21 ȡチȫ-ｔ-Ȗチȫエーテȫ 0.02 1 - 〃

22 有機物等Ტ過ȞンǬン酸ǫȪウȠ消費量Უ フ 1 - ＴＣƱƷ相関を確認すǔためƷ項目

2フ 臭気強度ᲢＴᲣ フ - 1 使用すǔ薬品や資機材Ʒ状況を確認すǔ項目

2ブ 蒸発残留物 フ0～200 - - 基準項目ư測定しƯいǔため削除

25 濁度 1 - - 〃

26 ｐＨ値 7.5程度 - - 〃

27 腐食性ᲢȩンǲȪア指数Უ
ー1程度以ɥƱしŴ極力
0ƴ近Ʈけǔ

1 - 原水Ʒ状況を確認すǔ項目

28 従属養細菌 200Ɔ/᳧᳦Ƈ - 1 給水栓ư測定すǔ項目

29 1Ღ1-ǸǯȭȭエチȬン 0.1 1 - 原水Ʒ状況を確認すǔ項目

フ0 アȫȟニウȠ及びそƷ化合物 0.1 - - 基準項目ư測定しƯいǔため削除

※ų№ブŴ№6Ŵ№7Ŵ№11Ƹ項目から削除さǕ欠番

省ų略ų理ų由ų等

検査計画頻度
Ტ回/࠰Უ

度水道水質検査計画表࠰成フ0

項目
№

水質管理目標設定項目



水質検査表ų＜大口南部配水場Ტ旧大口南部水源Უ＞

目標値 目標値

ᲢmgパLᲣ ｼホ࠰度 ｽ0࠰度 ｽビ࠰度 ᲢmgパLᲣ ｼホ࠰度 ｽ0࠰度 ｽビ࠰度

ビ ビノｽハǸǯȭȭȗȭȚンᲢＤハＤᲣ 0バ0プ ビ 6プ ȆȫȖǫȫȖᲢ平BP平CᲣ 0バ0ｼ ビ

ｼ ｼノｼハＤＰＡᲢȀȩȝンᲣ 0バ0ペ ビ 66 ȈȪǯȭȔȫ 0バ006 ビ

ｽ ｼノブハDᲢｼノブハPャᲣ 0バ0ｼ エビ ビ 6ベ ȈȪǯȭȫțンᲢDEPᲣ 0バ00プ ビ

ブ EP年 0バ00ブ ビ 6ペ ȈȪǷǯȩǾーȫ 0バビ ビ

プ 平CPャ 0バ00プ ビ 6ホ ȈȪȕȫȩȪン 0バ06 ビ

6 ǢǷュȩȠ 0バホ ビ ベ0 Ȋȗȭȑȟȉ 0バ0ｽ ビ

ベ ǢǻȕǧーȈ 0バ006 ビ ベビ ȑȩコーȈ 0バ00プ ビ

ペ ǢȈȩǸン 0バ0ビ ビ ベｼ ȔȚȭțǹ 0バ000ホ ビ

ホ Ǣȋȭțǹ 0バ00ｽ ビ ベｽ Ȕȩǯȭȋȫ 0バ0ビ ビ

ビ0 ǢȟȈȩǺ 0バ006 ビ ベブ ȔȩǾキǷȕǧン 0バ00ブ ビ

ビビ Ǣȩǯȭーȫ 0バ0ｽ ビ ベプ ȔȩǾȪȍーȈᲢȔȩǾȬーȈᲣ 0バ0ｼ ビ

ビｼ ǤǽキǵȁǪン 0バ00プ エビ ビ ベ6 ȔȪȀȕǧンȁǪン 0バ00ｼ ビ

ビｽ Ǥǽȕǧンțǹ 0バ00ビ ビ ベベ ȔȪȖȁǫȫȖ 0バ0ｼ ビ

ビブ ǤǽȗȭǫȫȖᲢ平ルPCニ 0バ0ビ ビ ベペ Ȕȭキȭン 0バ0プ ビ

ビプ ǤǽȗȭȁǪȩンᲢルPﾞᲣ 0バｽ ビ ベホ ȕǣȗȭȋȫ 0バ000プ ビ

ビ6 ǤȗȭșンțǹᲢルBPᲣ 0バ0ホ ビ ペ0 ȕǧȋȈȭȁǪンᲢ平EPᲣ 0バ0ビ ビ

ビベ ǤȟȎǯǿǸン 0バ006 ビ ペビ ȕǧȎȖǫȫȖᲢBP平CᲣ 0バ0ｽ ビ

ビペ ǤンȀȎȕǡン 0バ00ホ ビ ペｼ ȕǧȪȠǾン 0バ0プ ビ

ビホ ǨǹȗȭǫȫȖ 0バ0ｽ ビ ペｽ ȕǧンȁǪンᲢ平PPᲣ 0バ006 ビ

ｼ0 ǨȇǣȕǧンțǹᲢｴᴔᴶﾌｪᴵﾎᴕŴEDDPᲣ 0バ006 ビ ペブ ȕǧンȈǨーȈᲢPャPᲣ 0バ00ベ ビ

ｼビ ǨȈȕǧンȗȭッǯǹ 0バ0ペ ビ ペプ ȕǧンȈȩǶȟȉ 0バ0ビ ビ

ｼｼ ǨȈȪǸǢǾーȫᲢǨǯȭȡǾーȫᲣ 0バ00ブ ビ ペ6 ȕǵȩǤȉ 0バビ ビ

ｼｽ ǨンȉǹȫȕǡンᲢșンǾǨȔンᲣ 0バ0ビ ビ ペベ Ȗǿǯȭーȫ 0バ0ｽ ビ

ｼブ ǪキǵǸǯȭȡțン 0バ0ｼ ビ ペペ Ȗǿȟțǹ 0バ0ｼ ビ

ｼプ ǪキǷン銅Ტஊ機銅Უ 0バ0ｽ ビ ペホ ȖȗȭȕǧǸン 0バ0ｼ ビ

ｼ6 ǪȪǵǹȈȭȓン 0バビ ビ ホ0 ȕȫǢǸȊȠ 0バ0ｽ ビ

ｼベ ǫǺǵțǹ 0バ0006 ビ ホビ ȗȬȁȩǯȭーȫ 0バ0プ ビ

ｼペ ǫȕǧンǹȈȭーȫ 0バ00ペ ビ ホｼ ȗȭǷȟȉン 0バ0ホ ビ

ｼホ ǫȫǿッȗ 0バｽ ビ ホｽ ȗȭȁǪțǹ 0バ00ブ ビ

ｽ0 ǫȫȐȪȫᲢ年ャCᲣ 0バ0プ ビ ホブ ȗȭȔコȊǾーȫ 0バ0プ ビ

ｽビ ǫȫȗȭȑȟȉ 0バ0ブ ビ ホプ ȗȭȔǶȟȉ 0バ0プ ビ

ｽｼ ǫȫȜȕȩン 0バ00プ ビ ホ6 ȗȭșȊǾーȫ 0バ0プ ビ

ｽｽ キȎǯȩȟンᲢャC年Უ 0バ00プ ビ ホベ ȖȭȢȖȁȉ 0バビ ビ

ｽブ キȣȗǿン 0バｽ ビ ホペ șȎȟȫ 0バ0ｼ ビ

ｽプ ǯȟȫȭン 0バ0ｽ ビ ホホ ȚンǷǯȭン 0バビ ビ

ｽ6 ǰȪțǵーȈ ｼ ビ ビ00 șンǾȓǷǯȭン 0バ0ホ ビ

ｽベ ǰȫțǷȍーȈ 0バ0ｼ ビ ビ0ビ șンǾȕǧȊッȗ 0バ00プ ビ

ｽペ ǯȭȡȗȭッȗ 0バ0ｼ ビ ビ0ｼ șンǿǾン 0バｼ ビ

ｽホ ǯȭȫȋȈȭȕǧンᲢC年PᲣ 0バ000ビ ビ ビ0ｽ ȚンȇǣȡǿȪン 0バｽ ビ

ブ0 ǯȭȫȔȪțǹ 0バ00ｽ ビ ビ0ブ șンȕȩǫȫȖ 0バ0ブ ビ

ブビ ǯȭȭǿȭȋȫᲢﾞP年Უ 0バ0プ ビ ビ0プ șンȕȫȩȪンᲢșǹȭǸンᲣ 0バ0ビ ビ

ブｼ ǷǢȊǸン 0バ00ビ エビ ビ ビ06 șンȕȬǻーȈ 0バ0ベ ビ

ブｽ ǷǢȎțǹᲢCYャPᲣ 0バ00ｽ ビ ビ0ベ țǹȁǢǼーȈ 0バ00ｽ ビ

ブブ ǸǦȭンᲢDC平UᲣ 0バ0ｼ ビ ビ0ペ ȞȩȁǪンᲢȞȩǽンᲣ 0バベ ビ

ブプ ǸǯȭșȋȫᲢDB年Უ 0バ0ｽ ビ ビ0ホ ȡコȗȭッȗᲢ平CPPᲣ 0バ0プ ビ

ブ6 ǸǯȭȫȜǹᲢDDVPᲣ 0バ00ペ ビ ビビ0 ȡǽȟȫ 0バ0ｽ ビ

ブベ ǸǯワッȈ 0バ00プ ビ ビビビ ȡǿȩキǷȫ 0バ06 ビ

ブペ ǸǹȫțȈンᲢǨȁȫȁǪȡȈンᲣ 0バ00ブ ビ ビビｼ ȡȁȀȁǪンᲢD平ﾞPᲣ 0バ00ブ ビ

ブホ ǸȁǪǫȫȐȡーȈ系農薬 0バ00プ ビ ビビｽ ȡȁȫȀǤȠȭン 0バ0ｽ ビ

プ0 ǸȁǪȔȫ 0バ00ホ ビ ビビブ ȡȈȟȎǹȈȭȓン 0バ0ブ ビ

プビ ǷȏȭțッȗȖȁȫ 0バ006 ビ ビビプ ȡȈȪȖǸン 0バ0ｽ ビ

プｼ ǷȞǸンᲢCャﾞᲣ 0バ00ｽ ビ ビビ6 ȡȕǧȊǻッȈ 0バ0ｼ ビ

プｽ ǸȡǿȡȈȪン 0バ0ｼ ビ ビビベ ȡȗȭȋȫ 0バビ ビ

プブ ǸȡȈǨーȈ 0バ0プ ビ ビビペ ȢȪȍーȈ 0バ00プ ビ

ププ ǷȡȈȪン 0バ0ｽ ビ ｽｼ ビブ ベｼ

プ6 ȀǤǢǸȎン 0バ00ｽ ビ

プベ ȀǤȠȭン 0バペ ビ エビų成ｽ0࠰ブஉビ日施行予定

プペ ȀǾȡッȈŴȡǿȠ及びȡȁȫǤǽȁǪǷǢȍーȈ 0バ0ビ ビ ż目標値強化Ž

プホ ȁǢǸȋȫ 0バビ ビ オｽ：ｼノブハDᲢｼノブハPャᲣ

60 ȁǦȩȠ 0バ0ｼ ビ オビｼ：ǤǽキǵȁǪン

6ビ ȁǪǸǫȫȖ 0バ0ペ ビ オブｼ：ǷǢȊǸン

6ｼ ȁǪȕǡȍーȈȡȁȫ 0バｽ ビ ż農薬類項目から削除Ž

6ｽ ȁǪșンǫȫȖ 0バ0ｼ ビ ǸȁǢȎン

6ブ ȆȕȪȫȈȪǪン 0バ00ｼ ビ ǸȡȔȚȬーȈ

検査頻度Ტ実施࠰度別Უ

度水道水質検査計画表࠰成ｽ0

オ 農薬検査項目
検査頻度Ტ実施࠰度別Უ

オ 農薬検査項目

表ビｼハｼ



小渕配水場

小渕水源

南山名配水場

南山名水源

高雄西部配水場

高雄西部水源

東川配水場

東川水源北定松配水場

北定松水源

斉藤水源

境山配水場

境山水源

柏森北部配水場

柏森北部水源

柏森南部配水場

柏森南部第1水源

大口北部配水場

柏森東部水源
河北配水場

水源別配水区域図

■ 配水施設
● 配水施設(取水井含む)

▲ 取水井

河北第2水源

河北第1水源

柏森南部第2水源

大口北部水源

大口南部配水場

大口南部水源



様式１Ყ(1) ᲢＮｏᲨ   Უ

*1 浄水場 系統内現 毎日

番号 (送配水場) 在給水人 検査

系統名 口(千人) 地点数 番号 区ų  分 名   ųų称 *2水源数 地点数

1 河北第1水源Ტ原水Უ

2 河北第2水源Ტ原水Უ

3 大口北部配水場 4.5 1 毎月ȷ全項目 天神パȸク 1 1 大口北部水源Ტ原水Უ

4 大口南部配水場 3.3 1 毎月ȷ全項目 大御堂児童遊園 1 1
大口南部水源Ტ原水Უ
水質管理目標設定項目

5 北定松配水場 1.3 1 毎月ȷ全項目 大渕児童遊園 1 1 北定松水源Ტ原水Უ

6 東川配水場 2.4 1 毎月ȷ全項目 高雄公園 1 1 東川水源Ტ原水Უ

7 高雄西部配水場 2.4 1 毎月ȷ全項目 福塚児童遊園 1 1 高雄西部水源Ტ原水Უ

8 南山名配水場 3.3 1 毎月ȷ全項目 安戸児童遊園 1 1 南山名水源Ტ原水Უ

9 小渕配水場 画.8 1 毎月ȷ全項目 木曽川扶桑緑地公園 1 1 小渕水源Ტ原水Უ

1画 境山配水場 1.2 1 毎月ȷ全項目 斉藤公園 1 1 境山水源Ტ原水Უ

11 柏森北部水源Ტ原水Უ

12 柏森東部水源Ტ原水Უ

13 斉藤水源Ტ原水Უ

14 柏森南部第1水源Ტ原水Უ

15 柏森南部第2水源Ტ原水Უ

58.2 11 15 15

※詳細についてƸŴ水源別水質検査表Ʒとおりŵ

柏森南部配水場 斉藤南児童遊園

2大口南部配水場

柏森北部配水場

2

大口ထ大御堂ɟɠ目125番地

大口ထ下小口四ɠ目23画-3

扶桑ထ大字高雄字下山121番地

備ų   考

合計

所ųųųųų在ųųųųų地

基ų準ų項ų目ų検ų査ų地ų点ųųᲢ水道水Უ

扶桑ထ大字斉藤字旭414番地

大口ထ御供所ɟɠ目522番地

14.3 33

水道事業等名  丹羽広域事務組合

河北配水場

Ტ原    水Უ

毎月ȷ全項目31.6 1

(  成 3画 ࠰ 度 ) 水 道 水 質 検 査 ࠰ 次 計 ဒ 表 ȷ 総 括 表

2

3.1 1 毎月ȷ全項目

斉藤学習等供用施設毎月ȷ全項目

扶桑ထ大字高雄字中海道224番地

扶桑ထ大字高雄字福塚99番地

扶桑ထ大字南山名字安戸93番地

扶桑ထ大字小渕字ჿ原1画88番地

扶桑ထ大字斉藤字緑243番地

扶桑ထ大字斉藤字山神1画2番地

2


